特別支援学校（知的障がい）中学部　第３学年(通常の学級)
Ⅰ　「郷土愛」　を育成する学習構想
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Ⅱ　実践例　　　　　　　

１　題材名　　　　　　「みんな大好き、おうちのご飯！」

２　題材設定の理由
　　　本学級は６名（男４名、女２名）で構成されており、中度の知的障がいを有する生徒がほとんどであり、全員が人とのかかわりを好み、明るい雰囲気の学級である。学校生活においては、着替えや食事、排泄など基本的生活習慣はほぼ自立している。コミュニケーションについては、言葉を使って相手とやりとりをすることができる生徒から、２・３語文で簡単な会話をすることができる生徒、そして、身振りで気持ちを伝えようとする生徒と幅広い実態である。また、日常の簡単な指示をだいだい理解できる生徒がほとんどだが、言葉だけの指示ではスムーズに行動に移せない生徒もいる。日直の仕事や係活動など、見通しのもてる活動には積極的に取り組むことができている。食への関心は高く、畑の活動や調理実習などには興味をもって積極的に参加することができる。家庭でも配膳や調理など、食事の手伝いをしている生徒もいる。クラスの半数が、肥満度２０%を超えており、肥満対策が必要である。
近い将来の社会参加・自立を考えた際、就労に必要な技能を身に付けることと合わせて、健康面を維持・管理していくことも生徒たちにはとても大切なことである。「食事」は健康に大きな関わりがあり、今後の生活に影響を及ぼすものである。生徒たちは毎日摂る給食や家庭での食事ともに楽しみにしている。しかし、食べ過ぎや偏食など、食べることに関してこれまで身に付いてきた習慣を改善することは簡単ではなく、本学級の生徒にとっては非常に困難なものであると感じている。生涯にわたって健康な生活を送るために、食事に関して必要な内容を知り、毎日の生活の中で「食事」に主体的に関われるきっかけを提供したいと考え、この題材を設定した。

　　　指導にあたっては、はじめに普段の食生活の様子を振り返りながら生徒の食事への関心を引き出していきたい。そして、食べ物には健康な体を作る上でとても大切な役割があることを知らせる。また、バランスよく食べることが大切であり、食べ方によっては体調を崩す原因になってしまうことに気付かせるために、給食の献立やアンケートを実施しながら各家庭の食事を取り上げていく。また、食材に興味を持たせるために、「畑の活動」や「季節に応じた料理」など、生徒が体験してきた内容を取り入れていきたい。さらに、季節の食材や行事食に関心をもたせることで、家庭での食生活を見直し、家庭の味や家庭の食事を大切にしていく気持ちを育てていきたい。
３　指導計画　（総時数　６時間）
○　家庭の食事を見直そう・・・・・・・・・２時間（本時１／２）
○　身近でとれる食べ物・・・・・・・・・・２時間

　○　季節や行事の料理・・・・・・・・・・・２時間

４　本時の目標
　　毎日食事がとれることに感謝し、どのように食べればさらによいかを考えることができる。

○　いろいろな食べ物（料理）があり、それぞれに役割があることに気付くことができる。

　　○　健康な生活を送るために、家庭の食事の大切さを知り、自分の食生活を見直すことができる。
５　展開
	段階
	学習活動・内容　　　　　　　　　
	時間
	指導上の留意点　＊評価
	資　　料

	導入


	１　本時の学習内容を知る。

　

・　調理実習で作ったものや家庭の食事を思い出す。
	３
分一斉
	○　毎日を元気に過ごすために、大切な役割をもつ食事について考えることを伝える。

○　自分たちが経験した調理活動や普段の食生活を振り返ることで、食べ物に関心を持たせる。
	・畑の活動の写真

・調理実習の写真

	展開


	２　好きな食べ物を発表する。

(1)好きな食べ物を考える。

 (2)自分が選んだ好きな食べ物を発表する。

３　家庭の食事について考える。

 (1)食事の役割を知る。

・　三つの役割があることを知る。

 　・　バランスのよい食べ方を知る。

(2)家庭の食事を振り返る。

・　家庭での食事を振り返り食

べ物を食品群の図で確認する。（調査結果の活用）
・　好き嫌いや暴飲暴食をしていないかなど、食事の摂り方の確認をする。

 　・　自分の食生活を振り返り改善策を発表する。

	５
分
一斉
10

分
一斉
25

分
個別

	○　生徒が発表した食べ物を板書する。

○　必要に応じて、言葉かけや絵カードを提示して発言を促したり、一緒に発表したりする。
○　人の体を車に例え「ボディー（体を作る）、ガソリン（力を出す）、エンジン（調子を整える）」をイメージできるようにする。

○　自分が選んだ好きな食べ物を三つの食品群に分けて掲示し、バランスのよい食べ物を摂っているか考えさせる。

○　事前調査で行った家庭で食べているものがどこに入っているかを考えさせる。

○　食べたものがわかるようにしたプリントを配付し、食品群から探し出して、同じ色のシールを貼る。（調査結果をもとに、個人ごとに作成したものを配る）

○　調査結果や献立表を活用し、季節の食材や行事料理に気付かせる。

○　自分の生活を振り返らせながら、これからの生活の中で、気を付けたいことや、継続していきたいことを発表できるように支援する。

○　調査結果や授業での発表の様子を踏まえながら、「残さずに食べる」「一緒に作りたい」「食べ過ぎない」など、今後の目標を引き出す。


	・絵（食べ物）
カード

・バスの写真

・食品群の絵

・ワークシート

・シール
（赤・黄・緑）
・給食の献立表
・調査結果用紙



	終末

　　


	４　本時のまとめをする。

・　毎日の食事には大切な役割があることを知り、好き嫌いなく、残さず食べることを確認し、次回学習する内容を知る。（食事の手伝い）　
	２

分一斉

	○　発表内容をまとめ、本時の学習と関連させながら総括し、実践意欲を喚起できるようにする。

	


６　評価規準

 　○　自己の食生活を大切にしようとしている。（関心・意欲・態度）

　○　自分の食生活を振り返り、よりよい改善の方向を考え判断している（思考・判断）

　○　目標に基づきよりよい方法で実践することができる。（技能・表現）

　○　季節に応じた食材や調理方法があり、それぞれの食材の役割に気づくことができる。（知識・理解）　
７　準備・資料等　

○　畑の活動・調理実習の写真　　　　○　食べ物の絵カード　　　　○　調査用紙　

○　好きな食べ物（生徒用ワークシート）　　○　食品群の絵
８　学習プリント等

（１）ワークシート

　　　　　　　　　　　　なまえ＜　　　　　　　　　　　　　　　＞

	食べ物・料理
	シール
	食べ物・料理
	シール

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（２）食品群の絵
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食生活学習教材（小学校高学年用）　文部科学省より

（３）食事に関する調査（保護者用）　　　
平成　　年　　月　　日（　）

保護者の皆様へ

「アンケートのお願い」

　今週の　曜日（　／　）に、「食育」に関する学習で、郷土愛の心というテーマで家庭の食事についての授業を計画しています。子どもたちと一緒に自分たちが食べている食事について話し合いをすすめるにあたり、資料とさせていただくため、アンケートへの協力をお願いします。＊記入できるところで結構です。

　お忙しいところ申し訳ありませんが、　　　日までに提出して下さいますよう、保護者の皆様の協力をお願いします。
【食事に関する調査】＜保護者用シート＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒氏名＜　　　　　　　　　　　＞

	
	お　も　な　お　か　ず
	　手　伝　い

	月
	朝食
	
	

	
	夕食
	
	

	火
	朝食
	
	

	
	夕食
	
	

	水
	朝食
	
	

	
	夕食
	
	

	木
	朝食
	
	

	
	夕食
	
	

	金
	朝食
	
	

	
	夕食
	
	

	土
	朝食
	
	

	
	夕食
	
	

	日
	朝食
	
	

	
	夕食
	
	


＜食事の好き・嫌い＞

	好きな食べ物
	嫌いな食べ物

	
	


＜食事の摂り方に関して気になること＞


９　教室配置
	　　　　　　　　　　

　　　　　　  Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　Ｄ　　　Ｅ　　　Ｆ　  　


１０  板書計画

	










１　テーマ　　高等部農園芸班の作った季節の野菜を食べよう

２　ねらい　
(1) 　毎日の給食には、高等部の農園班の作った食材が使
使われている。季節ごとに提供される様々な食材に
関心を持ち、季節の食材を知るとともに、食材を作
る人を身近に感じ、残さず感謝して食べ、その気持
ちを伝えることができるようにする。
(２)　　本校が自然豊かな阿武隈山系の麓に位置し、地味あふれる野菜が収穫できることに関心をもたせるとともに、このような郷土からの恵みを受けていることに気付かせるようにする。
３　指導過程

	学習活動
	時間
	指導上の留意点　
	資料等

	１　お昼の放送を聞く。
　・　給食で農園芸班の生徒が作った野菜を使用していることを紹介する。

２　　給食について話を聞く。
３　　それぞれの感想を発表する。
	２分

２分

１分
	○　放送を聞き、どの野菜をどの料理に作ったのか気付かせる。
○　あらかじめ高等部農園芸作業班の活動の写真や食材の絵カードを準備しておき、材料と料理が結びつくようにする。
○　感謝の気持ちをもって残さずに食べようとする意識をもたせる。

	・献立表




４　資料等　
　＊本校高等部農園芸作業班の生徒や栄養士が、校内放送により給食指導を実施している。
『栄養士による校内放送の内容』

　本校の学校給食では、高等部農園芸班のみなさんが作った野菜を、年間を通
して使っています。身近な場所で作られる新鮮な季節の野菜を味わって欲しいと
思います。今日は、大根・白菜・ネギを使っています。何に入っているかわかり
ますか。

学校の畑で育った野菜を残さずに食べることで、みなさんの体を元気にして

くれます。季節のめぐみに感謝するとともに、作っていただいた方々に感謝していただきましょう。

Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために

１　授業等から
○　保護者へ食事に関する事前調査を実施したり、本年度に体験してきた「調理実習」や「畑の活動」などを取り入れたりすることで、発言を引き出しやすくなった。

　○　手伝いをしている生徒から、その様子を発表させることで自分もやってみようとする意欲を高めることができた。
○　学校給食の献立を活用することで、家庭の料理に取り入れられている季節の食材や行事食をイメージさせやすくすることができた。

○　高等部の作業学習に興味を持つようになった。（お昼の放送から）

◎　3つの食品群の分類については、知識として定着させることは難しいが、学校給食や畑の作物、家庭の料理を通して直接見て味わうことで、季節の食材や家庭の料理について考え、気付くことができるよう継続して指導していきたい。

２　その後の生徒の様子から

　　○　朝の会や給食の時間などに家での手伝いの様子を発言する機会を設けた。称賛する機会が増え、実践意欲が高まった。

　　○　給食の時間に食材を指さして栄養について話す姿もみられるようになった。

　◎　家庭に授業の様子を伝え、手伝いなどの実践が継続できるよう働きかけていくようにする。　




※　健康な生活を送るために、家庭の食事の大切さを知り、自分の食生活を見直すことができたか。（発表）





・畑の活動





・調理実習の写真








Ｔ１





《　献　立　》


・ご飯・味噌汁・ひきないり（大根・大根の葉）


・ししゃものフリッター・牛乳・納豆





��


高等部農園芸班の作業の様子





からだをつくる











ちからになる





ちょうしをととのえる





ガソリン





エンジン








※　いろいろな食べ物（料理）があり、それぞれに役割があることに気付くことができたか。（発表）





入り口





生 徒 が 選 ん だ 食 べ 物 を 掲 示

















事例２　　　　　　給　食　の　時　間





毎日の食事を見直そう。





毎日の食事を見直そう！





入り口





黒





板





ボディー





食品群の絵





バ ス の 写 真











�


学校栄養士の給食指導の様子





給食





授業





・給食指導「高等部農園芸作業班の季節の野菜を食べよう」 （年間）  ＜事例２＞


・給食指導「マナー」「清潔」


「好ききらいなく食べる」


郷土料理・行事食(年間)


地産地消(年間)


　　　　　





生活単元学習「畑の活動」１・２学期


　・野菜の栽培・収穫・調理体験　


　・調理実習　「カレー作り」「焼き芋」等　


学級活動「みんな大好き　おうちのご飯」


＜事例１＞











地域





家庭





家族と一緒に準備や調理をする


わが家の料理を受け継ぐ


休日の食事作り


　　　　　　











職場見学、職場体験学習受け入れ


野菜の生産者との交流


  





事例１　　　　　　学　級　活　動








